
2023 年 3 月３０日 

ＪＲ東日本秋田支社 

 

 

キハ４０系の椅子を再利用した「キハ40チェア」Type40を発売します 

 JR 東日本秋田支社では、普通列車「キハ４０系」※の座席を再利用した「キハ４０チェア」Type40

を、JR東日本グループが運営するショッピングモール JRE MALL で発売します。  

 実際に運行していた車両の座席フレームとクッションを再利用した「キハ４０チェア」は、ご家

庭のインテリアにも調和するデザインを施しました。再びキハ 40 系の座り心地を体感できる

特別な商品となりますので、ぜひこの機会にお買い求めください。 

 

 

 

 

１ 商品概要 

  「キハ４０チェア」Type40 は、「キハ 40 系」に搭載されていた座席フレームとクッションを

再利用し、列車内で体感した座り心地をご自宅等でもお楽しみいただけるよう設計しました。

製作は、秋田駅の待合室の什器制作を手掛けた、秋田市の萩原製作所が担当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 販売方法・価格 

JRE MALL 秋田支社ショップで2023年4月７日（金）12：00から発売します。 

  「キハ４０チェア」Type40 138,600円（税込） 

  https://www.jreastmall.com/shop/g/gS180-0124/ 

 

 

 

発売個数：2脚 

サイズ：幅１０５cm×奥行１０６cm×高さ１２０cm 

座面高：45cm 

重さ：約２０㎏ 

※座席フレームやクッションには、利用感があります。 

※工程上の都合により、サイズは若干変更となる場合があります。 

※発送は行いませんので、JR東日本秋田支社敷地内で直接のお引き取りとなります。 

※お引き取り時は、商品の搭載が可能なお車等でお越しください。 

「キハ４０チェア」Type40（通路側） 

男鹿線を走行する「キハ４０系」 

参考：萩原製作所について 

1935年秋田県秋田市で創業。家具のオーダーメイドを礎に伝統を守り木工

の新たな可能性に挑戦しており、秋田駅待合室の什器製作も担当しました。 

 

キハ 40系に搭載されていた座席 

「キハ４０チェア」Type40（窓側） 

※画像は、すべてイメージです。 

※「キハ40系」とは…国鉄時代に開発された気動車車両で、主に非電化区間の普通列車

として活躍しました。秋田・津軽エリアでは、主に男鹿線や五能線で活躍、2021年3月の

ダイヤ改正により普通列車から引退しています。 

 試作品 イメージパース 

https://www.jreastmall.com/shop/g/gS180-0124/

